
 

 

 

 
６年生を送る会 

 ３月１日（金）、全校児童が一堂に会して、「６年生を送る会」を実施しました。昨年
度も対面式ではありましたが、６年生の前に、他の学年が入れ替わりで出し物をしに来
るスタイルでした。小学部全員が揃っての集会活動は本当に久しぶりです。 
  児童会役員の新旧交代式がこの会の冒頭で行われ、この日の司会進行は新役員で行いまし
た。そして、どの学年も、この日のために練習してきた出し物を、6 年生に向けて発表しました。 
【1 年生】 
  歓迎集会では 6年生に名前を呼んでもらい、恥ずかしそうに返事をしていましたが、この発表
では、6年生に向けた感謝の気持ちを呼びかけにして、大きな声で伝えることができました。また、
たくさんの楽器を使った「こいぬのマーチ」の合奏、「きらきらぼし」や「おもちゃのチャチャチャ」の

歌と合奏も上手にできていました。手作りのとんがり帽子もかわいかったです。 
【2 年生】 
  感謝の気持ちを伝えるヒーロー『ありがとうレンジャー』も登場しての呼びかけは、たくさんのあ
りがとうの気持ちが伝わってきました。「みんな友達だよ、友達っていいね。」という気持ちを歌った
私の大好きな曲「ウンパッパ」も歌ってくれました。心が元気になりました。 
【3 年生】 
  3 年生は思い出○×クイズをしてくれました。1年生の時の担任の先生、運動会で踊った曲な

ど、今までの出来事を楽しく振り返ることができました。さすが 6年生！ 皆よく覚えていて正解し
ていました。最後に「世界に一つだけの花」を歌いました。いつの日か、6年生が自分だけの花を
咲かせてくれることを願っています。 
【4 年生】 

  6 年生のいいところを、再現劇をしながら楽しく紹介しました。「あいさつがいいところ」「やさし
いところ」「そうじが上手なところ」「チームワークがよくてかっこいいところ」を紹介してくれました。
私もそう思います。リコーダーで「上を向いて歩こう」を、歌で「未来へ」を 6年生へ贈りました。こ
れらの曲に込められたメッセージ…「つらいことがあっても上を向いて歩こう！今まで支えてくれた
人たちに感謝し、未来の夢に向かって歩みを進めていこう！」が伝わってきました。 
【5 年生】 
  谷川俊太郎の「生きる」を朗読しました。私が子どもの頃から教科書に載っていた詩です。今、
していること、見ていること、聴いていること、感じていること、考えていることのすべてが生きること
だと伝えています。わたしの好きなフレーズは、「生きているということ、人は愛するということ、あな
たの手のぬくみ、命ということ。」です。 
  そのあとは、6年生担任クイズでした。これまた、さすが 6年生、自分の担任の誕生日や好きな

食べ物などよく知っていました。担任と子どもたちがどれだけ近い関係なのかがよく伝わってきま
した。最後に歌ってくれた「大切なもの」もとても良い歌でした。 

【6 年生】 
  6 年生は、これからバトンを受け継ぐ 1年生から 5年生に大切にしてほしい５つのことを、劇を
通して楽しく伝えました。 
  〇あいさつをしよう 
  〇言葉づかいに気を付けよう 
  〇思いやりをもった行動をしよう 
  〇しっかり返事をしよう 
  〇学校のルールを守ろう 
6 年生が伝えてくれた思いを受け取って、よりよい幸袋校をめざしていきたいと思います。 
  また、6 年生は先生方への感謝の気持ちも伝えてくれました。とてもうれしかったです。 
  最後に歌った「旅立ちの日に」を聴いたとき、卒業が近いことを実感して、少し寂しくなりました。 

【音楽クラブ】 
  この日のために練習してきた校歌の合奏を披露しました。全校のみんながそれに合わせて歌
い、素敵な時間となりました。 
【児童会役員】 
  今回、司会進行を務めた児童会新役員、旧役員が今までしてきたように、態度、声の大きさ、話
す内容、すべてが立派でした。幸袋校の伝統はこうやって受け継がれていくのだと思いました。 
 
  会の最後に私の話のコーナーがありました。ここに書いた内容のすべてを話したので、少し長い
話になりましたが、子どもたちは、しっかり顔をあげて最後まで静かに聞いていました。すばらしい
と思いました。話をしっかり聞ける子は、話す人を大事にしているということです。幸袋校小学部の
みんなが、きちんと話を聞けるやさしい子たちであるとうことがとてもうれしかったです。 

 

 

 

 

 

 

 
   

令和６年３月８日（金）第２３号 

小学校長  松隈 崇世 

学校教育目標 自ら学び、仲間とともに夢の実現をめざして挑戦する子どもの育成 

本日 中学部９年生が卒業しました 

9年生が今日幸袋校を卒業しました。私は、9年間幸袋小学校にいるので、感慨深いものがあります。

ここを巣立った子たちが、自分の納得する道をつかみ取り、自分がなりたい自分に一歩ずつ近づいてい

けることを願います。 

9 年生へメッセージを送ります。「受験は、なりたい自分になる道の途中です。ゴールではありません。

望む進路が叶った人はこれからが勝負です。これからの日々を大切に頑張ってください。思う進路になら

なかった人も、大丈夫、ここで終わりではありません。未来の自分に向かって歩みを進めてください。」 

 

むかしもらったお菓子におみくじのような紙が入っていて、そこに書かれていた言葉が好き

で、今でも大事にしています。「ニンキ ヨシ いつもおまえはほどよしはらで ほんにいやみが

なかのちよう」 何かよくないですか？ 私はそんな人になりたいです。 


